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８ 最終需要 
 

 

 

 

 最終需要は 8 兆 2,603 億円であり、そのうち移輸出が 3 兆 4,594 億円（構成比 41.9％）、民

間消費支出が 2 兆 4,543 億円（29.7％）、県内総固定資本形成が 1 兆 3,506 億円（16.3％）、

一般政府消費支出が 9,377 億円（11.4％）などとなった。 

 平成 27 年と比べると、最終需要全体で 0.9％の減となった。 

構成比を平成 27 年と比べると、県内総固定資本形成が 2.9 ポイント上昇、一般政府消費支出

が 0.7 ポイント上昇し、移輸出が 2.2 ポイント低下、民間消費支出が 0.5 ポイント低下した。                                                                                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終需要 

 最終需要は、家計外消費支出（交際費や接待費など企業その他の機関が支払う家計消費支出に類似する支出）、

民間消費支出、一般政府消費支出、総固定資本形成、在庫純増及び移輸出から構成される。 

 また、次の関係が成立している。 

 最終需要の合計－移輸入の合計＝粗付加価値の合計 

 最終需要は 8 兆 2,603 億円で、主な内訳は移輸出が 41.9％、民間消費支出

が 29.7％、県内総固定資本形成が 16.3％となっている。 
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表１　最終需要の構成と伸び
（単位：100万円、％）

金　額 27～２年 金　額 構成比 27～２年

平成27年 令和２年 平成27年 令和２年 伸び率 平成27年 令和２年 平成27年 令和２年 伸び率

家計外消費支出 143,239 82,501 1.7 1.0 -42.4 15,055,500 9,328,868 2.3 1.4 -38.0

民間消費支出 2,512,358 2,454,301 30.2 29.7 -2.3 305,616,414 293,363,978 47.0 44.8 -4.0

一般政府消費支出 893,173 937,694 10.7 11.4 5.0 105,529,331 114,179,439 16.2 17.4 8.2

総固定資本形成 1,117,803 1,350,551 13.4 16.3 20.8 136,932,924 156,322,393 21.1 23.9 14.2

在庫純増 -6,650 -24,151 -0.1 -0.3 -463.2 503,254 -967,812 0.1 -0.1 -292.3

移輸出 3,671,690 3,459,420 44.1 41.9 -5.8 86,769,418 82,473,054 13.3 12.6 -5.0

最終需要計 8,331,613 8,260,316 100.0 100.0 -0.9 650,406,841 654,699,920 100.0 100.0 0.7
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